








昭和 26 年、京都に生まれる。啓光学園高校辛。デビユー作 
のマスチゲン」等。 

考えて見れば人間が人間でない ものに 
なるというのは、そんなに珍しい事ではない 
毒虫とか虎とかハエとか、またはなつたと 
言うのでなく始めからしまいまでツボの中の 
想念のかたまりというむずかしい話もある 





月号)。主著「山本さん家の場合に於け 
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ただぼくの場合自分が何になったのか 
正確には解らないぼくのしている事を 
知りぼくの姿を見れば多くの人は迷いも 
ためらいもせず答えるだろうけど . 



あいやいや玉ネギなんかじゃない 
玉ネギなんか……誰がそんなもんに… 

女は(実はかつてぼくの妻だった人なんです) 
玉ネギの横の大きなビンの中に居る 
ぼくに挨拶したんだブクブクとアワが 
たって生命の気配がするでしょぅがビンに 
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MisE 


妻は外に出て仕事するのが好きな 
職業婦人でぼくは仕事嫌いの低皿 圧 
でそれなりにつりあいはとれていた 


面白くないと感じた事は I 度もない。これはベンチヤラではない。こお ゆぅ 雑誌を C 
:又てる若者は偉い。 
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ぼくは妻の浮気に抗議を表明し 
断食する事にした 



抗議の手段に断食を選んだのは特に 
志があった訳でもない恋の悩み(恋なの 
だ)に食欲不振はツキモノでそれならと思 I.X 
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ま、一般に離婚1 
ィシャ料が請求， 
出来るのは 
暴力行為とかあ 
精神的屈辱など 

































ころでぼくの方は肉がほとんどなくな 
と今度は骨や内臟が小さくなつて 

つた 




今やぼくの生活は妻の浮気を想像する 
のと妻と おこなう 事だけだからそれ以外 
の要らないものはどんどん消えて良い 
いや消えなければならないのだ連命だ 


という訳てこんなみじめな姿になり 
一度は慣れた妻も加速度のついたぼく 
の変化について行けずとうとう家に帰 
らなくなつた 
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それでぼくは妻とおこなえなくなって 
しまったのだがぼくの体の変化はすでに 
明確な方向性を持って自立しており 
その事で加速度がマィナスになる事は 
なかった 






始めに御紹介しなかつたのは別に出しおし 
みしたワケではなく「なんや新手のコケシ 
になつたゆうんかいな」と一笑にふされる 
事が必至に思われたからである 


いや、たとえヒワィなコケシと言え ども 一日に 
して 成らず、といぅ事を良く物語つ て 
いるではないか、と思ぅのだが、 それにしても 
妻の第一印象とはかなり開きが 
あつた事も否めない 
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それでも昼日中に部屋をぅろつきまわら 
れるのは、あまり気持ちの良いものでもな： 
らしくてぼくをビンの中に住まわせた 
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そぅして金魚みたいに泳がせておいて夫 
の情愛に目覚めた時だけと〇出しては 
入れたり、含んだり派手にこき使ぅのだ 
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誰かが言った事かも知れないが男のか 
いうのはやっぱり女の持ちものなのだ 
過ぎ去った思想の結果なのだから女に 
やって女の腹の中で募せば良いのだ 
そうとも、全ての女達が言うょうに 
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